
世

界

戦

後

の
地

名

考

(義
)

ア
デ
イ
リ
ア
(
A

d
al
ia
)｡
士
共
有
の
海
港
.
ァ
.'テ
ィ

リ
ア
轡
に
面
し
小
醍
醐
丑
の
南
岸
は
於
け
る
出
口
｡
ス

ミ
ル
ナ

(S
m
y
rn
a)
の
東
南
二
百
哩
許
の
位
置
は
あ
る

輸

出

品
は
木
材
･穀
物
･馬
匹
等
｡
港
と
し
て
は
碇
舶
に

不
便
在
る
が
馬
め
に
近
年
商
業
的
慣
値
計
失
っ
た
｡
乙

の
海
港
は
4'q
I
ガ
マ
ム

(P
erg
am
u
m
)
王
ア
空
ブ
ス

(A
ttal
us〓

7世

(紀
元
前
二
二
〇
-

1
三
八
年
)
の
創

設
に
係

わ
リ
ー
ブ
ア
ン
ト

(
Le
van
t)
と
紙
栴
さ
れ
た

地
中
海
東
岸
の
諮
問
即
ち
小
吏
帥
東
､
シ
リ
ア
､
パ
レ
ス

ク
イ
ン
､
及
び
疾
及
の
中
世
史
に
於
で
は
ア
デ
イ
リ

ア

(

A
d
al
ia
)
又
は
ァ
ク
リ
ア
(

A
ttal
a)
と
し

て知
ら

れ
､

十
字
軍
の
軍
人
等
ほ
は
サ
ク

-
ア

(S
atal
ia
)
と
L
tJ

知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
人
口
約
二
寓
八
千
七
そ
の
う
ち
希
滅

入
九
千
飴
含
ま
れ
て
屠
る
｡

ア
ダ
メ
ロ
(
A

d
a
m
e
llo)
O

伊
太
利
の
山
｡
ロ

ム
バ

世
淋
職
級
の
地
名
考

瀧

ノ

親

1

-
ド
･
ア
ル
プ
ス
(
L
o
m
b
a
rd
A
lp
s)

と
云
は
れ
る
ア

ル
プ
ス
山
脈
甲
に
あ
ヵ
P
高
さ
一
一
､
六
六

一
択
o

西

方
の
プ
ア
γ
･
カ
モ
ニ
カ
(
V
al
C
am
on
i
ca
)谷
と
栗
方

の
エ
チ
エ
タ
ー
ル
(

E
t
s

ch
t
h
al

)

又
はア
デゼ
(

A
d
ig
e)

谷
と
の
間
に
あ
る
一
大
氷

河
地
域
に
あ
っ
て
主
要
を
高

峰
で
あ
る
.
最
初
の
登
山
者
は

1
八
六
四
年
は
登
つ
カ

I,,>
ユ
リ

ア
ス
･
ペ
イ
ア

(J
u
tiu
s
Paye
r)
で
あ
る
｡
世

界
我
督

時
､

l
九

1
六
年
四
月
に

伊
太
利
の
ア
ル
プ
ス

負
(A
lp
in
i)
が
喚
地
利
団
の
兵
士
か
ら
氷
河
の
最
頂
地

鮎
を
奪
取
し
伊
太
利
軍
隊
の
精
華
と
呼
ば
れ
た
｡

ア
ダ
ム
ス
･プ
リ
ッ
乎

(

A
d
am
.s
B
ri
d
g
e
)C

マ

ド

ラ
ス

(M
ad
ras)
の
南
海
岸
沖
は
あ
る
ラ
メ
ス
プ
ラ
ム

島

(R
am
esw
aTam
lstan
d
)
と
セ
イ

ロ
ン
(C
e
ylon
)

島

の

西
北
海
岸

沖
に
あ
る
マ
ナ
ー

ル
島

(M
an
a
T)と
の

間
に
西
北
か
ら
東
商
は
走
っ
て
遵
る
岩
礁
砂
洲
の
連
鎖

二
三

･六

.J



地

球

節

二
十
怨

で
あ
る
｡

連
鎖
は

1
七
哩
の
長
さ
を
有
し
満
潮
時
に
於

て
は
水
而
下
数
沢
に
没
す
る
〇
三
水
道
あ
少
水
路
迂
曲

し
て
航
行
困
難
で
あ
る
が
､
近
年
按
抹
せ
ら
れ

マ
ナ
ー

ル
轡
(T
h
e
G
ul
f
o
f
M

anar)及
び
ポ
ー
ク
海
峡
(T
al
k

S
trait)
か
ら
通
航
む
な
し
得
る
は
至
っ
た
｡

ア
ダ
ム
ス
｡ピ
-
ク
(

A
d
a
m
.s
P

eak
)｡
セ
イ

ロ
ン

島
の
山
｡
高
n

七
､
三
五
三
択
O

花

尚
岩
に
人
間
の
足

跡
が
あ
わ
､
足
の
長

講
五
択
､
帽
二
択
車
.
ア
ラ
ビ
ア

人
の
俸
説
に
よ
れ
ば

ァ
ダ
ム
が
罪
亡
ぼ
し
の
薦
め
は
片

足
ほ
て
岩
上
に
立
っ
た
の
で
足
跡
が
今
日
ま
で
磯
春
し

て
ゐ
る
の
ガ
と
云
ふ
｡
印
庶
人
は
俳
足
跡
怒
ら
と
信
じ

露
地
巡
拝
の

一
つ
と
在
っ
て
ゐ
る
｡

コ
ロ
ン
ボ
(C
ol?

m
わ
o)
の
.東
四
四
哩
｡

ア
ダ

-
チ

(A
d
a
na)｡
士
其
舌
の
都
骨
｡
ア
ダ
ー
ナ

聯

(A

d
ana
V
ilayet)の
首
府
o
セ
イ

'1
ン
･
イ
ル

マ

ク

(S

eihu
n
lrm
a
k)
河
畔
に
あ
わ
､

バ
グ
ダ
ド
銭

道

(B
ag
da
d
R
ty
.)
に
よ
っ
て
四
二
哩
｡
ヤ
ー
シ
ナ
(岩
eT･

si
n
a)
港
の
東
北
に
任
し
シ
-
シ
ア
ン
｡ダ
ー
ツ
(C
itici･

a
n
G
ate
s)
の
近
-
ほ
あ
る
｡
河
柿
は
雁
馬
皇
帝
',,h
ア

節
三
雛

三

四

六
ニ

ス
チ

エ
ア
ン

(J
u
stin
ia
n
)
(四
八
三
-
五
六
五
年
)に
ょ

っ
て
架
せ
ら
れ
其
後
修
築
せ
ら
れ
た
｡
人
口
七
菌

二
千

六
盲
験
｡

ア
ッ
タ
(
A

d
d
a
)｡
英
領
ゴ
ー
ル
ド
｡
n
I
ス
ト
･
コ
ワ

ニ

(B
ritish
G
old
C
o
a
st
C
o
lo
n
y
)
の
都
骨
で
あ
っ

て
河
港
で
あ
る
｡
ゲ
ル
ダ

(V
o
lta
)
河
畔
は
あ
わ
'
河

口
よ
み
六
哩
ば
か
ヵ
上
流
に
あ
る
｡
ア
ク
ラ

(A
ccra
)

か
ら
東
北
東
六
二
哩
｡
人
口

1
寓
二
千
o

ア
ヂ
ン
ゲ
･i
ン

(A
d
d
in
g
ton
)
O
胎
教
南
郊
ク
P
イ

ド

ン
(C
royd
on
)
の

一
地
匿
｡
ア

デ
ン
グ
ト
ン
･
.rq
リ

メ

(A
d
d
in
g
ton

Pal
ace
)
と
稀
す
る
館
邸
が
あ
さ
'

永
-
カ
ン
ク
',(
リ

(

C
a
nt
erb
u
ry
)
寺
院
の
代
々
の
大

伶
正
の
住
居
と
在
っ

て
居
た
｡
建
物
は
恐
ら
-
荘
園
の

鰭

(M

anoTh
ouse)
跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
が

一
七
七
二
年
の

超
集
は
係
る
｡

1
八
〇
八
年
は
大
冊
正

の
薦
め
に
敷
地
が
購
入
さ
れ
'
代
々
の
大
冊
正
は

一
九

〇
二
年
ま
で
rJ
J
は
住
み
其
年
に
頁
却
n
れ
､
建
物
は

建
築
家

ノ
ル
マ
ン
･
シ
ョ
ー
(N
or
ma
n
S
h
a
w
)に
よ
っ

で
改
築
r
uれ
､
附
属
地

二

二
〇
〇

エー
カ
の
反
別
は
佳



宅
建
築
の
希
め
に
棄
却
n
れ
カ
｡

1
九
二
八
年
に
は
邸

宅
は
ク
ラ
ブ
と
な
-
ゴ
ル
フ
場
が
設
備
n
れ
カ
C'

ア
乎
ス
･
ア
パ
パ

(A
d
d
is
A
b
ab
a)｡
ア
ビ
シ
ニ
ア

(A
b
y
ssin
ia
)
の
首
府
｡
シ
オ
ア

(Sh
oa)地
方
の
山
中

に
あ
-
海
故
八
千
呪
以
上
の
高

さ
廃
に

あゎ
'

ハ
ラ
ル

(H
a1%
r)
よ
少
西
南
二
二
五
哩
に
あ
る
｡
王
宮
の
周
囲
は

散
在
す
る
村
落
及
び
郊
外
よ
少
成

み
臨
ら
す
ほ
城
壁
を

以
て
し
､
家
屋
は
何
れ
も
小
托
し
て
低

い
｡
蛾
道
に
ょ

っ
て
俳
領
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド

(S
om
alila
nd
)
の
.,,h
プ
チ

(J
ib
u
ti)
と
連

絡
す
｡

一
八
八
五
年
に
建
設
さ
れ

一
八

九
二
年
メ
ネ

レ
ク
(E
enelek)二
世
に
よ
っ
て
骨
府
と

せ
ら
れ
憲
要
在
る
貿
易

中
心
地
で
あ
る
｡･
電
信
電
話
の

施
設
が
あ
-
､

-i
八
九
六
年
十
月
二
十
六
日
協
定
rb
れ

た
伊
太
利
と
の
櫨
約
は
乙
の
地
に
於
で
結
定
さ
れ
た
｡

人
口
六
番
五
千
｡

ア
乎
ス
fq
ム
(
A

d
d
is
com
be)｡
伶
敦
南
郊
ク
ロ
イ

ド

ン
(C
royd
on
)
の
郊
外
住
宅
地
｡
サ
ザ
ン
職
道

(Soul

them
R
ly.
)
の
停
車
場
が
あ
る
｡

一
八

一
二
-
六

l

年
に
兼
印
度
骨
就
(E
at
in
d
ia
C
o
m
pany
)
は
此
地
に

世
非
職
後

の
地
名
考

撃
枚
を
設
け
印
度
軍
隊

(in
d
i
an
army
)
の
特
科
教
育

を
な
し
た
○

ア
ツ
ル
ス
タ
ン
(A
d
d
ie
stone)｡英
蘭
サ
リ
(S
u
rrey
)

に
あ
る
都
骨
｡
胎
教
よ
-,hl〓
哩
｡
サ
ザ
ン
蛾
造
(S
ou
･

th
erm
R
t
y,)
の
停
番
場
が
あ
ゎ
主
と
し
て
倫
敦
人

の

住
宅
地
と

な
っ
て
ゐ
る
.

･
ア
ド
レ
イ
ド

(Ad
et
aid
e)
｡

南
濠
洲

(S
o
uth
A
ust･

rah
a)
の
首
府

｡
セ
イ
ン
ト

｡
ダ
イ
ン
セ

ン
ト轡

(St.

Vin
cent
G
u
lf)
の
近
-
は
あ
与
､蝕
道
は
よ
っ
て
ア
ド

レ
イ

ド
港
(P
ort
A
d
etaid
e
)よ
み
七
哩
｡
濠
洲
の
銭
迂

系
統
の
主
要
中
心
地
で
あ
る
｡
平
野
は
建
設
さ
れ
た
都

合
に
し
て
東
方
及
び
南

方
に
は
ロ
ブ
チ
山
脈

(買
o
unt

L
o
fty
ra
n
g
e)が
あ
タ
､
市
西
か
ら
四
哩
乃
至
入

哩
の

魔
よ
み
隆
起
し
て
ゐ
る
.
ト
レ
ン
ス

(T
o
Tr
enS)河
は

市
街
を
貫
き
四
つ
の
助
橋
が
あ
わ
ダ
ム
に
よ
っ
て
水
を

堰
か
れ
長
さ
潮
水
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
街
路
は
頗
-
規
則

正
し
-
通
じ
多
-
の
宏
荘
在
る
建
物
が
あ
る
.
政
鹿

｡

試
食

･
滞
公
食
堂

･
南
濠
研
究
所

(South
A
ustri
an

l
nstitu
e
)
･
祝
典
記
念
博
覧
愈
場
(グ
ヰ
ク
ト
リ
ア
女
畠

■｢h

ニ孟

六
三



地

球

第
二
十
番

即
位
五
十
年
記
念
祭
は
潜
る

1
八
八
七
年
建
築
)･
病
院

等
が
あ
る
｡
ア
ン
グ
リ
カ
ン
(
A

n
g
tic
an)数
派
及
び
牒

馬
力
-
リ
ツ
ク

(R
om
a
n
C

ath
olic)
教
派
の
肝
正
管

轄
笹
で
あ
ヵ
､
ア
ン
グ

リ
カ
ン

派
の
寺

院
に
は
セ
イ
ン

ト
｡
ピ
ー
ク
(S
ain
t
P
eter)
寺
が
あ
わ
､
羅
馬
数
ほ
は

セ
イ
ン
ト
･ザ
ダ
イ
ア
(S
.
F
ra
nc
is

X
a

v
i
er)
寺
が
あ

わ
共
は
伽
藍
で
あ
る
0
主
な
る
教
育
施
設
と
し
で
は

1

八
七
四
年
に
創
設
n
れ
ね
大
撃
が
あ
り
'
セ
イ
ン
ト
･
QJ,

-
ナ
ryJ,
ス
･
コ
レ
ツ
ヂ

(S
t.
B
arn
a
ba
s
C
oE
eg
e)
衣

.び
セ
イ
ン
ト
･
ピ
ー
タ
ス
｡
コ
レ
ッ
デ

(S
t.
Pe
ter.s

C
olteg
e)
が
あ
る
｡
其
他
鋸
業
及
び
工
業
の
撃
枚
が
あ

る
｡
蛾
道
の
大
伴
軍
場
は

一
九
二
八
年
に
開
始
さ
れ
'

植
物
園

(B
ota
n
ic
G
a
rd
ens)
は
四
〇

エ
ー
カ
の
地
域

を
有
し
隣
接
し
て
腫
物
苑

(
Botan
ic
P
a
rk
)
･
動
物
園

(Z
DOlogi
Cal

G
ard
en
s)
が
あ
ヵ
､
各
し
て
八
五

エ
ー

カ
の
坪
数
を
有
す
る
.
郊
外
に
は
焼

き
滋
苑
地
及
び
猟

場
等
が
あ
る
.

ロ
フ
イ
チ
山
脈
中
ほ
て
市
街
を
握
る

一

二
哩
の
塵
に
は

Aqarb
te
H
ilt
が
あ
ヵ
総
督
の
夏
期
進

数
の
慮
め
の
別
荘
が
あ
る
｡

節
三
統

三

･T
I

(

六
四

ア
ド
レ
イ
ド
ほ
て
は
濠
洲
の
鋸
業
株
式
の
取
引
所
が

あ
ら
､
商
濠
の
貿
易
中
心
地
で
あ
る
0
主
要
抽
出
晶
は

小
歩
･奔
粉
･羊
毛
･葡
萄
酒
･銅
で
あ
る
｡
製
造
品
は
革

製
晶
｡助
罪
｡羊
毛
製
品
で
あ
る
｡
顛
線
電
信
局
が
あ
る
｡

一
九
二

一
年
の
戸

口
調

査
ほ
て
は
人
口
二
五
五
㌧
三

山

八
で
あ
っ
た
が
､

一
九
二
九
年
に
は
三
十
二
粛
八
千
を

罪
す
る
は
至
っ
た
｡

ア
ド
レ
イ
ド
(A
d
elaid
e
)｡
南
ア
フ
リ

カ
の
ケ
ー
プ
･

プ

p
ゲ
イ
ン
ス
(C
ap
e
P
rov
in
ce)
に
あ
る
小
都
督
.

キ
ン
グ
･ク
ヰ
リ
ア
ム
ス
･
タ
ウ
ン

(K
in
g

W
it1iam
's

T
ow
n
)
か
ら
九
〇
哩
｡
人
口
二
千
六
百
｡

ア
デ

ル
武
-
..テ
ン

(A
d
eiboden)｡
瑞
酉
の

一
村
落

で
あ
わ
'
健

康
保
養
地
｡

ベ
ル

ン
(B
ern
e)
の
高
地

(O
be
rtand
)
は
あ
り
'
ベ
ル
ン
州
の
ア
デ
ル
ボ

ー
デ
ン

谷
は
あ

る
｡
ツ
ー
ン

(T
hu
n
)

よ
わ
の
鋤
道
は

よ
っ
て

フ
ル
チ
グ
ン
(F
ru
tig
en
)
に

至
カ
'
そ
れ
よ
カ
デ
ブ
ジ

ア
ン
ス
(d
itige
nc
e
)
と
柄
す
る
乗
合
馬
革
に
よ
っ
て
十

哩
の
魔
は
あ
る
｡

錬

泉
湧
出
し
古

い
数
愈

(
一
四
三
三

年
創
立
)が
あ
る
C
家
屋
は
凡

て木
造
で
あ
-
四
ー
o
o



○
択
以
上
の
高
地
は
あ
っ
て
外
観
美
し
-

眺
望
亦
僅

絶
｡ア
デ
ル
ブ
イ
(A
d
etp
hi)｡倫
敦
に
於
け
る
ス

ト
ラ
ン

ド
(S
tr
an
d
)と
テ
ム
ズ
･
エ
ム
パ
ン
ク
メ
ン
-
(T

h
a
m

es

E
m
b
a
n
km
en
t)
と
の
間
は
介
在
す
る
地
域
に

一
七

六

八
年

ロ
ー
バ
ト
を

ダ
ム

(R
ob
ert
A
d
am
)'
ゼ
I
か

で

ア
ダ
ム

(J
am
es
A
d
a
m
)
と
云
ふ
兄
弟
が
家
屋
蓮

集
の
目
的
を
以
て
埋
立
工
事
を
企

てる
迄
は
テ
ム
ズ
河

の
水
に
干
潮
時
に
於
て
も
猟
浸
っ
て
ゐ
ね
前
横
で
あ
っ

た
｡
ア
ダ
ム
兄
弟
は

1
七
七

一
年
に
試
食
の
允
許
を
得

で
ア
デ
ル
ブ
イ
門

(A
d
e)ph
i
A
rch
es)を
建
て
地
上
げ

を
な
し
､
ア
デ
ル
ブ
イ
･
テ
ラ
ス
(

A
de
tph
i
T
er
ra
ce
)敬

造
っ
た
｡
ア
デ
ル
フ
イ
は
希
臓
語
ア
デ
ル
ア
オ
イ
(A
de
l･

ph
oi)
よ
少
命
名
し
兄
弟
の
薯
で
あ
る
｡
町
名
は
四
人

の
兄
弟
の
名
ゼ
-

ム
ス
(J
am
es)
ク
ヰ
リ
ア
ム
(W
iiti･

am
)
(,,h
ヨ
ン
(J
oh
n
)
及

ロ
ー
バ
ト
(R
ob
e
rt)
を
取
っ

て
夫
々
附
名
し
た
｡
伶
敦

ス
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
ア
デ
ル

ブ
イ
劇
場
(T
h
e
A
d
etp
h
i
T
h
e
a
tre
,

in
th
e
StTa
n
d
,

L
o
n
d
o
n
)
は
ジ
ョ
ン
｡
ス
n
ツ
ト
(J
o

hu
Scott)
は
よ

11ヒ
淋
職
級

の
地
名
堵

っ
て
一
八
〇
六
年
は
建
て
ら
れ1
ね
｡

T
八

]
九
年
や
Sで

サ
ン
･
.'T
レ
ー
ル
(S
an
s
P
arei))
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
O

一
八
五
八
年
に

再
建
さ
れ

一
九
〇
1
年
に
再
び
改
築

n

れ
わ
o
ア
ー
ヂ
ン

(A
d
en)｡

又
は

ユ
ー
ヂ
ン
｡
紅
海

(R

ed

Sea)の
入
口
は
あ
る
都

骨

及
び
地
方
｡
ア
-
デ
ン
と
種

す
る
火
山
牛
島
に
あ

少
で
長
五
哩
幅
三
哩

'
バ
ブ
･
淀

γ
｡
マ
ン
デ
ブ
(B
a
b･et･賀
a
n
d
eb
)海
峡
の
兼

一
〇
五
哩

の
魔
に
あ
る
.
重
要
在
る
石
炭
供
給
所
で
あ
わ
印
度
に

往
復
す
る
定
期
船
に
と
っ
て
寄
港
地
で
あ
る
｡
ス
エ
ズ

運
河
の
建
設
に
ょ
っ
て
新
し
さ
意
義
を
生
じ
て
主
要
港

と
在
っ
た
｡
ア
-
デ
ン
と
栴
す
る
殖
民
地
及
び
ア
-
ヂ

ン
保
証
債

(A
d
en
P
rote
cto
r
at
e)
の
I首
府
で
あ
る
.

海
底
電
信
及
び
無
線
電
信
局
の
あ
る
虞
で
あ

身
二
つ
の

碇
舶
朗
が
あ
る
が
､
内
側
の
碇
舶
所
史
け
が
商
業
的
に

債
倍
が
あ
る
.
7
-
ヂ
ン
と
本
土
と
む
連
結
す
る
地
峡

に
は
異
腹
工
場
が
あ
る
｡

ア
-
デ
ン
保
証
額
は
両
横
九
も
0
0
0
平
方
哩
｡
J
西

北
は
ア
ラ
ビ
ア
の
イ
エ
ー
メ
ソ
(Y
em
en
)は
接
し
'
問

二
云

六
五



地

球

は
'1
ド
ラ
マ
ク
ト
(flad
h
ram
aut)
に
至
る
｡
境
界
は

一
九
〇
五
年
ア
ン
グ

p
･
オ
プ
ト
マ
ン
委
員

(
A

n
g
l9

O

ttom
an
C
om
mi
ssion
)
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
､

轡
に

面
す
る
ツ
ル
ご

T
u
rba)
か
ら
バ
ナ
(B
an
a)河
に
歪
み

そ
れ
よ
少
兼
北
は
走
っ
て
大
砂
漠

(G
reat
D
esert)
に

蓮
す
る
｡
ア
ラ
ビ
ア
の
源
樟
沖
は
あ
る
ぺ
リ
ム
(Perim
)

島
'
ク
リ
ア
･
ム
リ
ア

(K
u
ria
nM
u
ria
)
島
及
び
ア
フ

リ
カ
の
海
岸
沖
に
あ
る
ソ
コ
ト
ラ

(S
ocotra
)
島
は
ア

-
デ
ン
問
の
属
島
で
あ
る
｡

ア
ラ
ビ
ア
･
フ
エ
リ
ッ
ク
ス

(A
rab
ia
F
elix
)
の

1

部
分
と
し
て
ア
ー
ブ
ン
は
雁
馬
時
代
に
於
で
非
常
は
来

賓
で
あ
っ
た
｡

1
五

一
三
年
に
は
葡
萄
牙
人
が
之
を
攻

撃
し
た
が
失
敗
に
了
カ
､

一
五
三
八
年
に
は
士
其
着
に

隷
属
す
る
に
至
っ
て
ソ
リ
マ
ン
大
王

(Sotym
an
T
h
e

呂
a
g
n
ifi
cie
nt)
に
ょ
っ
て
要
塞
を
築
か
れ
た
｡
一
七
三

五
年
は
ラ

へイ
の
サ
ル
タ
ン
(S
u
ltan
o
f
L
a
h
e

j)

に

よ
っ
て
奪
取
さ
れ
'
爾
凍

1
八
三
九
年
に
至

る

ま

で
屡

紛
軍
の
封
贈
物
と
在
っ
て
ゐ
た
｡
英
園
の
船
舶
に
対
し

て
多
-
の
暴
撃
を
企
て
ら
れ
夜
が
虐
め
は
遂
に

t
八
三

鮮
三
統

堂
八

六
六

九
年
英
園
は
各
併
さ
る
る
や
う
に
在
っ
た
｡
世
界
散
骨

時
乙
の
保
証
額
内
は
放
て
戦
車
あ
ヵ
1
九

1
五
年
七
月

よ
-,h休
戦
協
約
に
至
る
ま
で
土
其
古
人
は
ラ
へ
イ
を
保

有
し
て
ゐ
ね
｡

一
九
二
八
年
英
政
府
と
サ
ナ
-
(Sanaa)
の
支
配
階

級
イ
マ
ン
(i
m
am
)と
の
不
和
が
棲

頭
し
､イ
マ
ン
が
保

護
領
の

1
部
分

を
幾
年
か
の
間
保
持
し
英
問
よ
-
の
協

定
の
提
講
を
拒
絶
し
た
｡
そ
の
結
兼
イ
マ
ン
の
軍
隊
が

放
逐
n
れ
ア
-
デ
ン
は
改
組
n
れ
た
｡
.英
政
府
は
rJ
の

地
の
軍
事
統
帥
槽
を
航
黍
省
の
所
管
に
移
し
'
政
治
的

統
治
槽
を
拓
殖
省
に
移
し
て
統
轄
せ
し
め
た
｡
印
度
政

府
は
内
治
の
事
項
の
み
管
轄
す
る
rJ
と
に
な
っ
た
｡

ア
ー
ブ
ン
轡
は
ア
ラ
ビ
ア
海
の
入
江
で
あ
少
'
ア
ブ
`

リ
カ
の
東
岸
の
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
と
ア
ラ
ビ
ア
と
の
問
に

介
在
し
長
さ
五
〇
C
)哩
'
幅
の
最
磨
き
藤
に
於
で
二
〇

〇
哩
許
カ
で
あ
る
｡
英
人
の
ア
-
デ

ン
ほ
封
す
る
政
治

的
歴
史
は
研
究
は
倍
す
る
79
の
が
あ
る
｡

ア
ヂ
ゼ

(A
d
ig
e)｡
伊
太
利
の
河
O
育
代
は
ア
セ
シ

メ

(A
th
esis)
L
Jが榊
し

､

猫
乙
に
で
は
エ
ッ
チ
ュ
(E
tsc
h)



と
云
は
れ
光
村
で
あ
る
｡
長
さ
二
g
r
O
哩
許
-
｡
レ

シ

ア
ン
･
ア
ル
プ
ス
(R
h
aetian
Al
p

s)
に
あ
る
チ
ロ
ー

ル

に
起
-
ト
レ

ン
ト
(T
re
nt)及
び

ブ

エ

ロ
-
チ
(V
e
rOn
a)

を
過
ぎ
て
流
れ
キ

オ
デ
ア
(C
h
ioggi
a
)
の
南
ア

ド
リ
ア

チ
ッ
ク
(A
d
ri
atic)
源
に
注
ぎ
.
河
流
氾
濫
し
易
-
ト

レ
ン
ト
ま
で
辛
う
じ
て
遡
行
し
得
る
に
過
ぎ
を

い
｡
下

流
に
於
で
運
河
を
作
少
ポ
⊥

P
o
)
河
と
連
結
す
.
世
界

取
替
時
流
城
地
方

T
re
n
tin
o
に
於
で
襖
伊
の
戦
闘
が

康
行
は
れ
ね
｡

ア
ヂ
t)
ン
ダ
ッ
ク
山
脈
(
A

d
iron
d
ac
k

M
o
untains
)0

北
米
各
衆
囲

ニ
ュ
ー
｡
ヨ
ー
ク
(N
e
w

Y

or
k)州
の
兼

北
に
あ
る
山
脈
｡

ハ
ド
ソ
ン
(H
u
d
so
n
)
河
の
水
源
は

乙
の
山
脈
中
の
譜
撰
流
に
起
少
山
岡
の
風
景
任
-
多
-

の
小
潮
あ
ら
で
釣
狐
は
最
通
す
｡
於

｡
樺

｡
相
等
の
焼

き
森
林
帯
が
あ
ヵ
､
岡
立
保
護
林
と
在
っ
て
屠
る
｡
約

四
､
〇
〇
〇
平
方
哩
｡
山
間
部
.
殊
に
キ
ー
ン
谷
(K

eene

V
alley
)

は
狩
猟
地
と
在
-
漫
遊
地
と
itt･6
つ
て
ゐ
る
.

磁
銑
鋤
を
多
-
合
有
す
る
地
層
が
あ
わ
P
最
高
峰
を

マ

-

シ

(
M
a
rc
y
)山
又
は
タ
ハ

ヮ
ス
(T
a
h
a
w
u
s)
山
と
云

牝
淋
職
級
の
地
名
考

払
､
五
､
三
四
六
帆
の
高
さ
で
あ
る
｡

ア
ジ
ヤ
リ
ア

(
A
d
ja
ria
)｡
コ
-1
カ
サ
ス
(C

aucas
us)

山
脈
中
に
あ
る

小

共

和
間

で

あ
っ
て
､
デ

オ
ルデ

ア

(G
eor
gia
)
と
云
ふ
大
共
和
問
の

1
部
分
を
覆
す

｡
主

府

は
ベ
ー
タ
ム
(B
atu
m
)
O

ア
ド
tlJラ
ル
争
群
島
(A
d
m
iral

ty
Istan
d
s)｡

ニ
ュ

ー
｡ギ

ニ
イ
(
N
e
w

G
u
in
e
a
)
の

北
に
あ
る
太
平
洋
上

の
群
島
｡
閉
際
聯

盟
に
ょ

つ

て
濠
洲
の
委
任
統
治
と
在

っ
て
ゐ
る
｡

rriH
t
マ
ル
ク
群
島

(B
ism
arck
A
rch
i･

p
e
la
g
o
)
の

一
部
で
あ
っ
て
全
面
積
約
六
〇
〇
卒
方
哩
｡

そ

の
う
ち
最
大
在
る
島
メ
-
ナ
ス
(呂

anus
)は
長
さ
約

五
五
哩
で
あ
っ
て
山
地
に
し
て
且
つ
豊
沃

であ
る
C
士

人
は
パ
プ
ア
(P
a
pua)種
に
し
て
食
人
種
で
あ
る
O

コ

コ
ア
樹
繁
茂

し
異珠
業
盛
に
行
は
る
｡

一
六

一
六
年
和

蘭
人
に
ょ
っ
て
教
見
誤
れ
､

一
八
八
五
年
燭
乙
領
と
夜

か
､

一
九

1
四
年
九
月
濠
洲
軍
隊
に
ょ
っ
て
占
櫨

さ
れ

た
0

三
九

六
七


